
社会環境が変化する中での子供の「今」

子供のスマートフォン所有率

中学生では89.4％、高校生では96.2％がスマートフォンを所有しており、

小学生においても、所有率が年々上昇

（資料）東京都都民安全総合対策本部「家庭における青少年のスマートフォン等の利用等に関する調査報告書」（令和８年２月）を基に作成

スマートフォン所有率の推移

1

全体

小学生

（1~3年生）

小学生

（4~6年生）

中学生

高校生

令和５年度

令和６年度

令和７年度

事務局資料



0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

電

話

メ

ー
ル

S

N

S

動

画

視

聴

カ

メ

ラ

撮

影

ゲ

ー
ム

音

楽

鑑

賞

学

習

・

調

べ

も

の

写

真

・

動

画

の

投

稿

・

配

信

そ

の

他

分

か

ら

な

い

動
画
視
聴

ゲ
ー
ム

社会環境が変化する中での子供の「今」

子供のスマートフォンの主な利用目的

「ＳＮＳ」が66.3％と最も高く、次いで「動画視聴」が55.1％、「ゲーム」が45.9％となっている
子供のスマートフォンの使用目的

（資料）東京都都民安全総合対策本部「家庭における青少年のスマートフォン等の利用等に関する調査報告書」（令和８年２月）を基に作成
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子供のＳＮＳ利用状況

（資料）東京都教育庁「令和７年度 『児童・生徒のインターネット利用状況調査』調査報告書」
（令和８年４月）を基に作成

YouTubeの利用率は全年代で８割を超え、LINEは中高生の９割以上が使用

インターネット空間を居場所の一つと考える子供は、どの年代にも一定数存在

あなたにとっての居場所(ほっとできる場所、安心できる場所)はどれですかアプリ（SNS）を使っていますか

（資料）東京都子供政策連携室「『とうきょう こども アンケート』報告書」（令和７年11月）を基に作成
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社会環境が変化する中での子供の「今」

国における議論

有識者会議における議論の概要

⚫ こども家庭庁及び総務省において、SNS等を利用する青少年を保護するための対策について、有識者会議等により議
論・検討

⚫ 本年7月を目途に対策に関する「中間整理」を取りまとめる
⇒《対応の方向性》
・青少年インターネット環境整備法の改正
・民間企業をはじめ、国、自治体、教育機関、保護者、子供が導入・参照する「ガイドライン」を策定
・リテラシー向上の広報・啓発の実施

• 各事業者に対しサービスのリスク評価と当該リスクに対応する機能制限、保護措置（使用適正年齢を含む）、必要
なリテラシーの公表を求める等の仕組みを構築すべき

• 多くの事業者において自己申告となっている状況を踏まえ、年齢確認の厳格化を検討すべき

【プラットフォーム事業者に求める措置】

（資料）総務省「デジタル空間における情報流通の諸課題への対処に関する検討会青少年保護ワーキンググループ 第一次報告書案」（令和８年６月）を基に作成

【基本認識】

• 青少年の安全・安心の確保を前提に、情報アクセスと利用制限のバランスが必要
• 単なる禁止ではなく、リテラシー教育も含めた青少年が安心・安全に新しいテクノロジーを活用できる環境の整備が重要
• プラットフォームサービスごとに設計・特性が異なることから、一律の使用年齢制限をかけることは望ましくない
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家での学習時に生成AIを使ったことがある児童・生徒の割合は、前年度比２倍以上

社会環境が変化する中での子供の「今」

学習時の生成AI利用

（資料）東京都教育庁「令和7年度『児童・生徒のインターネット利用状況調査』」報道発表資料（令和8年４月）より引用 5

家でインターネットを使って学習をする時に
生成AIを使ったことがある児童・生徒の割合

令和５年度 令和６年度 令和７年度

38.0％

16.9％
14.7％



社会環境が変化する中での子供の「今」

都庁モニター速報値

（資料）東京都子供政策連携室「こども都庁モニター」令和８年度第１回アンケートの速報値を基に作成

高校生の92.1%が、生成ＡＩを知っていて、ど
んなことができるかわかる

◆アンケート名

こども都庁モニター 令和８年度 第１回アンケート

◆ アンケート期間

 令和８年５月23日（土）から５月31日（日）まで

◆アンケート対象者

未就学児保護者、小学校低学年・高学年、中高生

◆モニター数

    1,200 人

◆回答者数  

    1,164 人

◆回答率  

    97.0%

アンケート調査概要
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生成AIを知っていて、どんなことができるかわかる

生成AIという言葉は知っていたが、どんなことができるかわからない

生成AIを知らない・聞いたことがない

82.1％

72.8％

36.4％

72.0％

88.2％

92.1％

Ｑ１：生成AIのことをどのくらい知っていますか
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社会環境が変化する中での子供の「今」

（資料）東京都子供政策連携室「こども都庁モニター」令和８年度第１回アンケートの速報値を基に作成
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週３回以上、生成ＡＩを使う子供の割合は、年齢とともに増加し、高校生においては62.3％

62.3％

41.3％

28.8％

19.7％

都庁モニター速報値

Ｑ２：日頃、どれくらい生成AIを使いますか

7



社会環境が変化する中での子供の「今」

（資料）東京都子供政策連携室「こども都庁モニター」令和８年度第１回アンケートの速報値を基に作成

わからないことを調べる

文章を書いたり、要約・翻訳する

アイディア出し

自分の悩みごとを相談する

写真を作ったり加工する

都庁モニター速報値

Ｑ３：どんなことに生成AIを使いますか（複数回答）

「分からないことを調べる」が全ての年代で最も高く、次いで「アイディア出し」、

「文章を書いたり、要約・翻訳する」が高い傾向となっている
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社会環境が変化する中での子供の「今」

都庁モニター速報値

頻出ワード 件数

1 情報収集・調べ物 246件

2 即時性・時短・効率化 154件

３ 便利・手軽・簡単 141件

4 画像・動画・作品生成 101件

5 相談・悩み・会話／安心 87件

頻出ワード 件数

１ 誤情報・不正確・嘘 209件

２ 思考力・考える力低下 105件

３ 依存・頼りすぎ・鵜呑み 76件

４ 悪用・犯罪・危険 73件

５ フェイク・偽画像／見分け困難 40件

【良い点】

【悪い点】

※小学校低学年・小学校高学年・中学生・高校生の回答
   557件をCopilotにより集約

【頻出ワードを可視化】（青色：名詞、赤色：動詞、緑色：形容詞・形容動詞）

Ｑ４：生成AIの良い点と悪い点について、どんなことがあると思いますか（自由記述）

※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

（資料）東京都子供政策連携室「こども都庁モニター」令和８年度第１回アンケートの速報値を基に作成 9
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都庁モニター速報値

（資料）東京都子供政策連携室「こども都庁モニター」令和８年度第１回アンケートの速報値を基に作成

• わからないことがわかったり、会話相手がいない時に会話してくれ
る（小学校低学年）

• インターネット上から情報を集められるため、知らないことを知ってい
たり、人間より計算能力が高いのが良い点（小学校高学年）

• アイデアをすぐに出してくれたり、相談や悩み事を気軽に相談でき
て、肯定してくれたり、学校の課題などを手伝ってくれる（中学
生）

• アイデアは自分では思いつかないような視点から思いついてくれる。
文章は、メールやレポートなどで、誤字脱字や語調、敬語などをき
ちんとしたものに訂正してくれる（高校生）

子供の意見

• 悪いところは、AIでも間違えるところ（小学校低
学年）

• 悪質なものに使われる場合がある。必ずしもホント
のことを言わないときもある（小学校高学年）

• 手軽に利用できる分、すぐに頼ってしまいがちに
なってしまうので、自分で考えることと生成AIに頼
るところのバランスがしっかりとれることが大切（中
学生）

• 権利問題の発生や自身で考える力を育むことの
妨げになるなどの問題がある（高校生）

• 毎日の生活で時間が限られている中、短時間で生成AIからアイデアを出してもらえることが、実生活の中でとても役立っている
• 間違った情報が混じっていて、子供には正確性が判断できないことや、独創性が失われる可能性がある

Ｑ４：生成AIの良い点と悪い点について、どんなことがあると思いますか（自由記述から抜粋）

乳幼児保護者の意見

【良い点】 【悪い点】
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東京都の取組（教育庁）

利用ルールの普及啓発

➢ 児童・生徒が、いじめ等のトラブルや犯罪に巻き込ま
れないようにするとともに、学習への悪影響を防ぐため、
SNS東京ルールを策定（平成27年度）

➢ ＳＮＳ東京ルールを基に、各学校はＳＮＳ学校
ルールを作成し、ＳＮＳ家庭ルールを作るよう啓発

情報活用能力の育成

➢ 児童・生徒がネットの特性やリスクを理解し、適切なコ
ミュニケーション方法を学ぶことができる教材「ＧＩＧＡ
ワークブックとうきょう」を展開

➢ 全都立学校に安全に利用可能な「都立ＡＩ」を導入

➢ 生成ＡＩのリテラシー教材を展開

1. スマホやゲームの一日の合計利用時間、使わない時間
帯・場所を決めよう。

2. 必ずフィルタリングを付け、パスワードを設定しよう。

3. 送信前には、誰が見るか、見た人がどのような気持ちに
なるか考えて読み返そう。

4. 個人情報を教えたり、知らない人と会ったり、自画撮り
画像を送ったりしない。

5. 写真・動画を許可なく撮影・掲載したり、拡散させたりし
ない。

SNS東京ルール

教育庁HPより引用：ＳＮＳ東京ルールの取組について｜情報教育ポータルサイト 教育施策大綱より：PowerPoint プレゼンテーション

とうきょうの情報教育：https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/
情報モラル講演会：https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/html/000150.html
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初回の授業で使用する資料例

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/SNStokyorule.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kyoiku/02taikou-
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kyoiku/02taikou-
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/html/000150.html
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/html/000150.html


東京都の取組（都民安全総合対策本部）

ネッつグTokyo

ネット適正の出張講座ファミリｅルール

未就学児と保護者向け講座

➢ 気運醸成から行動変容までを一体的に支援する仕組みとして、
様々な啓発コンテンツを展開し、保護者が子供のネット利用環境を
整えるための支援を実施
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子育て情報誌活用（あんふぁん）

ネットリテラシー啓発記事

正しい知識が、
子どもを守る
一番の味方に。

「時間・場所・使い方」
を子どもと一緒に
話し合って決めよう。

干渉ではなく

“見守り”の
姿勢がカギ。

Goodなルールを守り、
子供と一緒に

Goodなミライ
を築こう。

➢ 令和７年度より、青少年とその保護者の更なるネットリテラシー向上の取組
である 「ネッつグTokyo（ネットとつながるGoodなミライ）」を開始

今年度新たに始まる啓発コンテンツ

家族で作ろうネットのやくそく
体験型イベント

ネットリテラシー啓発

ポータルサイト「(仮)ネッつグサイト」

※ ネットやスマホでのトラブルに対する相談窓口「こたエール」を引き続き運営
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